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粗大ごみ予約受付センター（粗大ごみ予約受付センター（℡   ℡   891・891・55
ごみなしごみなし

374374　午前 9時～午後5時）　午前9時～午後5時）
※間違い電話が多発しています。電話番号は正確にお願いします。※間違い電話が多発しています。電話番号は正確にお願いします。

資源ごみ・粗大ごみ　月 1回・水曜日

3 月のごみ収集日
問い合わせ　環境事業課（℡   892・2471）

▽ごみはきっちり分別し、決められた日の午前 8時 45 分までに決められたところへ出してください。

▽      可燃粗大ごみ（＝燃える粗大ごみ・1か月 4点以内）、不燃粗大ごみ（＝燃えない粗大ごみ・1か月 4点以内）は、粗
大ごみ予約受付センターへ申し込みが必要です。月～金の祝日も受付を行っています。受付期間は各収集日の 1か
月前～ 1週間前です。（詳しくは「交野市ごみ出しマニュアル」をご参照ください。）

▽持ち込み粗大ごみ（有料分）は、水・土・日曜日を除く午前 9時～午後 4時 30 分に環境事業課で受け付けています。

普通ごみ（生ごみなどの可燃ごみ）　週 2回

曜日 収　集　地　区

月
・
木

倉治・東倉治・神宮寺・郡津・森・森北・森南（私市の一
部を含む）・幾野・天野が原町・青山・向井田・行殿・浜
の池・梅が枝・松塚・寺・寺南野・私部西・駅前住宅（私
部 4丁目・私部長砂町）・傍示

火
・
金

私市・私市山手・私部（一部を除く）・私部南・南星台・
藤が尾・星田・星田北・星田西・星田山手・妙見坂・
妙見東

月 火 水 木 金

収集
地区

藤が尾・
妙見坂・
妙見東・
私市・私
市山手

幾野・梅が枝・
私部西・郡津・
松塚・私部 4
丁目一部（77
番～ 80番）

天野が原町・
私部（一部を
除く）・私部南・
寺・寺南野・森・
森北・森南

星田・星田
北・星田西・
星田山手・
南星台・傍
示

青 山・
倉 治・
東倉治・
神宮寺・
向井田

収集地区 2日 9日 16日 23日

幾野・倉治・東倉治・
神宮寺・寺・寺南野・
森・森北・森南・傍示

可燃粗
大ごみ

不燃粗
大ごみ

空缶・
空びん
など

新聞・
雑誌など

天野が原町・郡津・
藤が尾・梅が枝・松
塚・私部 4丁目一部
（77番～ 80番）

新聞・
雑誌
など

可燃粗
大ごみ

不燃粗
大ごみ

空缶・
空びん
など

私部(一部を除く)・私
部南・私部西・青山・向
井田・私市・私市山手

空缶・
空びん
など

新聞・
雑誌など

可燃粗
大ごみ

不燃粗
大ごみ

星田・星田北・星田
西・南星台・妙見坂・
妙見東・星田山手

不燃粗
大ごみ

空缶・
空びん
など

新聞・
雑誌など

可燃粗
大ごみ

ペットボトル・プラスチック製容器包装（廃プラ）　週 1回

児　童　書

図書だより

問い合わせ
倉治図書館（℡   891・1825）、青年の家図書室（℡   893・4881）

一　般　書

うめじいのたんじょうび
　かがくいひろし　講談社
キキに出会った人びと
　角野栄子　福音館書店
森の顔さがし
　藤原幸一　そうえん社
少年探偵団
　江戸川乱歩　講談社
ちゃあちゃんのむかしばなし
　中脇初枝　福音館書店　
ぼくはいったいなんやねん
　岡田よしたか　佼成出版社
はたらくじどう車
　あかね書房
エイプリルと魔法のおくりもの
　あんびるやすこ　ポプラ社

カワイイヲリガミ細工
　中島種二他　誠文堂新光社
ママがやった
　井上荒野　文藝春秋
みんなの家事ブック
　マイナビ出版
人生の勝負は、朝で決まる。
　千田琢哉　学研プラス
行こう！大相撲観戦
　ナツメ社
坂の途中の家
　角田光代　朝日新聞出版
獅子吼
　浅田次郎　文藝春秋
この国の冷たさの正体
　和田秀樹　朝日新聞出版

お知らせ

　ここで紹介する本は、図書館（室）に新しく入った本の一部です。
この他にも多数あります。読みたい本が見つからないときは、係
員にお尋ねください。本の予約、リクエストも受け付けています。

いっしょに
読んで

絵 本 か
ら 物 語 へ

「ロボット・カミイ」
　　古田足日　作

       　 　　　　　 堀内誠一　絵
福音館書店

　へんてこロ
ボットと幼稚園
児たちの出会い
と別れを描いた
幼年童話です。
　自分が鋼鉄製
の立派なロボッ
トだと思い込んでいるカミイは、
分からず屋で威張りんぼで、泣き
虫の空き箱ロボットです。訪れた
幼稚園になじめず、何をやっても
張り切り過ぎて、めちゃくちゃにし
てしまうカミイ。カミイに振り回さ
れる園児たちと同様に、その傍若
無人な振る舞いに顔をしかめる大
人の読み手も多いことでしょう。
　それでもカミイが子どもの心を
引き付けるのは、そのわがままも
失敗も少しの意地悪も、それ故に
経験する仲間外れも、一つ一つが
子どもたちそれぞれの実体験と重
なるからかもしれません。
　集団の中で、少しずつ成長する
カミイの姿は子どもそのもの。幼
い子どもだけでなく、子どもに関わ
る大人にもお勧めしたい作品です。


